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１． フィールドの環境計測

水環境や土壌環境など，フィールドの環境計測ではセ

ンサとデータロガを組み合わせたシステムが使われる。

遠隔地にこのシステムを設置し，研究室に戻った後，

データを確認でき，もしデータが取れていないときには

その原因を推測できると便利である。これらは，現地に

設置したデータロガやWebカメラを一時的にインター
ネットに接続することで実現できる。著者はこれを

「フィールドモニタリングシステム」と名付け，それに

必要な要素技術を開発している１）。

２． フィールドモニタリングシステム

（FMS：Field Monitoring System）

FMSは，現地のデータロガに通信機能を付加し，イ
ンターネット経由でデータをサーバに転送し，ユーザー

がそのサーバから自分の PCにデータを取り出すシステ
ムである。このシステムの重要な技術は，ネットワーク

アダプタ（NA），フィールドルータ（FR），データサー
バ（DS）である。
（１） ネットワークアダプタ（NA） NAは，シリア
ル通信ポートを持つデータロガに Bluetooth通信機能を
付加する機器である。NAはシリアル接続可能なすべて
のデータロガに対応する。最近普及している Android
携帯アプリからデータを取得することも可能である。

（２） フィールドルータ（FR） FRは現地データをイ
ンターネット経由でサーバに転送する機器である。こう

した機器にはフィールドサーバ（FS）がある２）。しかし

ながら，FSはリアルタイム性を重視しているため安定
した電源と通信の環境を必要とする。それに対して FR
はリアルタイム性を多少犠牲にして日単位でデータにア

クセスするのが特徴である。

FRはMicro-PC，USBモデム，USB Bluetoothドン
グル，小型バッテリ，チャージコントローラー，太陽パ

ネル，タイマー，ステータスランプ，Webカメラで構
成される。これらの部品が，防水・防塵加工された箱に

収納されている。FRはタイマーにより１日に３０分だ
け電源が ONになる。このため電力消費量が抑えられ，
FRは６W程度の太陽電池で十分に稼動する。FRの電
源が ONになると，Webカメラの現地画像と各データ
ロガのデータがインターネット経由でサーバに送信され

る。日本国内ならほとんどの地域で FRを利用できる。
海外であれば，対象とする地域で GSM/３Gの携帯電話
が使えることを確認した上でその国内の SIMカードを
USBモデムに挿入するだけで FRを利用できる。
（３） データサーバ（DS） FRで転送された現地デー
タは DSに保存される。したがって，ユーザーはWeb
のポータルサイトから DSにアクセスするだけで，遠隔
地の画像とデータを確認できる。また，現地データのほ

かにデータロガの電池の消耗具合など，FRの稼働状況
を確認できる。この機能により，現地データになんらか

の不具合がある場合には，ユーザーが現地のカウンター

パートにステータスランプを確認してもらい，それでも

問題解決できない場合のみユーザーまたはエンジニアが

事前に解決策を用意して現地に行くことができる。

３． フィールドを実験室にした FMS

フィールド科学では滅多に行けない現場のデータは貴

重である。想定外のトラブルが発生したときに，遠隔地

であれば即座に対応するのは難しく，その機器のメンテ

ナンスのために莫大な時間と労力を失うことになりかね

ない。FMSはそうした場所をまるで隣の実験室のよう
に見立てて，準リアルタイムにデータを取得することを

可能にした。現在，FMSは東南アジア各地や東日本大
震災で被災した農地のモニタリングに利用されている３）。
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